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第
１
回
定
例
会
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
「
校
則
の

見
直
し
」
「
区
施
設
で
の
生
理
用
品
配
置
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

１
月
下
旬
、
区
内
の
あ
る

中
学
校
で
、
フ
リ
ー
ス
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
を
着
て
登
校
し
た
生

徒
が
「
校
則
違
反
」
と
指
摘

さ
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
は
「
寒
さ
に

耐
え
さ
せ
る
の
は
人
権
問
題
。

時
代
に
即
し
て
変
え
て
ほ
し

い
」
等
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

私
は
、
昨
年
末
に
文
部
科
学
省
が
改
訂
し
た
生
徒
指

導
に
関
す
る
基
本
文
書
「
生
徒
指
導
提
要
」
で
、
児
童

生
徒
の
参
加
に
よ
る
「
校
則
」
の
見
直
し
を
強
調
し
て

い
る
こ
と
を
紹
介
。
教
育

委
員
会
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
の
か
、
問
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
「
各
学

校
の
校
則
に
つ
い
て
判
断

す
る
立
場
に
は
な
い
が
、

当
該
の
学
校
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
に
向
け
て
、
防
寒

着
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を

生
徒
の
声
を
反
映
し
、
見

直
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

経
済
的
理
由
な
ど
で
生
理
用
品
を
入
手
で
き
な
い

「
生
理
の
貧
困
」
が
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
区
施
設
や
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配

置
す
る
こ
と
を
求
め
続
け
、
昨
年
10
月
か
ら
、
区
立
小

中
学
校
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
が
始
ま
り
ま
し
た
。

他
自
治
体
で
は
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
公
共
施

設
の
女
子
ト
イ
レ
個
室
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作

で
生
理
用
品
を
受
け
取
る
機
器
を
備
え
つ
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
杉
並
区
で
も
導
入
を
検
討
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

区
長
が
答
弁
に
立
ち
「
ご
提
案
の
よ
う
に
、
区
施
設

で
生
理
用
品
を
配
備
す
る
こ
と
も
含
め
「
生
理
の
貧
困
」

に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
を
関
係
部
局
で
し
っ
か
り

検
討
す
る
よ
う
、
私
か
ら
指
示
を
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ス
、
ダ
ウ
ン
禁
止
の
校
則

「
見
直
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
」

規定内容 規定あり

セーターの色 １３校

コートの色 ９校

コートの種類 ６校

（例）ベンチコート、ダウンコート。ウ

インドブレーカーは不可。

■区立中学校２３校の冬季規定

【校則の見直しに関する記載】

（改訂版「生徒指導提要」より

一部抜粋）

■校則の制定に当たって少数派

の意見も尊重し、子どもの能力

や自主性を伸ばすものとなるよ

う配慮する。

■見直しにあたっては、児童会

や生徒会、保護者会といった場

において、校則について確認し

たり議論したりする機会をもう

けるなど、絶えず積極的に見直

していくことが求められる。

公
共
施
設
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

配
置
を

区
長
「
検
討
を
指
示
」

フ
リ
ー
ス
ジ
ャ
ン
パ
ー

（
イ
メ
ー
ジ
）



２
月
17
日
の
区
議
会
保
健
福
祉
委
員
会
で
、

「
補
聴
器
」
購
入
へ
の
助
成
制
度
を
求
め
る
陳

情
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
は
、
２
０
２
１
年
６
月
に
議
会
に
提
出

さ
れ
、
そ
の
後
、
現
在
ま
で
陳
情
審
査
が
行
わ

れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、
同
年
９
月
の

第
３
回
区
議
会
定
例
会
で
は
、
共
産
党
区
議
団

は
高
齢
者
の
「
補
聴
器
購
入
費
助
成
条
例
」
を

提
案
。
残
念
な
が
ら
、
自
民
・
公
明
・
立
民
等

の
反
対
に
よ
り
成
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住

民
運
動
と
連
携
し
、
補
聴
器
購
入
費
助
成
の
実

現
に
向
け
て
、
徹
底
論
戦
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
間
、
複
数
の
住
民
団
体
が
署
名
運

動
を
継
続
実
施
。
そ
の
数
は
３
１
０
１
名
に
も

上
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
今
議
員
任
期
の
最
後
の
年
度
と
な

り
、
審
査
未
了
の
陳
情
は
廃
案
と
な
る
た
め
、

共
産
党
区
議
団
は
、
保
健
福
祉
委
員
会
委
員
長

に
対
し
て
、
積
極
的
な
陳
情
審
査
を
要
請
。
今

回
の
審
査
が
実
現
し
ま
し
た
。

陳
情
審
査
で
は
、
提
出
者
に
よ
る
補
足
説
明

も
行
な
わ
れ
、
高
齢
者
が
補
聴
器
を
使
用
す
る

必
要
性
と
共
に
補
聴
器
の
購
入
費
が
高
い
た
め

に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
切
実
な
実
態
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
の
中
身
に
は
、
は
「
区
民
検
診

の
診
断
項
目
へ
の
聴
力
検
査
の
追
加
」
「
補
聴

器
認
定
技
能
者
の
増
員
配
置
」
「
補
聴
器
相
談

医
の
支
援
体
制
」
等
、
補
聴
器
購
入
に
留
ま
ら

ず
、
補
聴
器
を
使
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
取

組
も
求
め
る
も
の
で
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

陳
情
に
全
面
的
に
賛
同
す
る

立
場
か
ら
採
択
を
主
張
。

自
民
・
公
明
・
立
無
等
の

各
会
派
は
、
健
診
項
目
の
追

加
や
認
定
技
能
者
の
増
員
等

の
主
旨
に
賛
同
で
き
な
い
と

し
つ
つ
、
助
成
制
度
は
必
要

と
の
立
場
か
ら
、
趣
旨
採
択

を
主
張
し
ま
し
た
。

「補聴器」購入への助成制度を求める陳情 保健福祉委員会で審査

19
日
、
山
添
拓
参
議
院
議
員
を
迎
え
、
浜
田

山
で
街
頭
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

私
は
、
開
会
中
の
区
議
会
第
１
回
定
例
会
で

の
日
本
共
産
党
区
議
団
の
奮
闘
と
、
前
区
長
支

持
議
員
の
岸
本
区
長
攻
撃
の
実
態
を
報
告
。

山
添
さ
ん
は
、
岸
田
内
閣
の
大
軍
拡
、
原
発

固
執
を
厳
し
く
批
判
す
る
と
と
も
に
、
相
次
ぐ

大
臣
や
秘
書
官
の
辞
任
な
ど
政
権
能
力
の
欠
如

を
告
発
。
４
月
の
区
議
選
で
、
７
人
の
区
議
団

に
前
進
さ
せ
、
戦
争
す
る
国
家
づ
く
り
に
ノ
ー

の
審
判
を
下
そ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

山
添
拓
参
議
院
議
員
と
と
も
に

議
員
・
予
定
候
補
７
人
勢
ぞ
ろ
い

３
千
名
以
上
の
陳
情
署
名

住
民
運
動
と
共
産
党
が
連
携

岸
本
区
政
で
予
算
化

議
会
の
態
度
も
一
変

■区議会定例会について

報告

■山添拓参議院議員（中

央）と議員・予定候補。

左は原田あきら都議


